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デジタル・テレビ、ポータブル・メディア・プレーヤ、および教育玩具な
どのコンシューマ・エレクトロニクスは、常に高度化が進んでいます。
新世代の製品が市場に投入されるまでの期間は従来よりも大幅に
短くなっています。市場で成功を収めるチャンスは限られてきている
ため、メーカは柔軟で低コストかつ迅速な新しい開発ソリューション
を求めています。

ASSPおよびASICは、顧客の製品向けの低コスト固定プラットフォー
ムを提供しますが、ASSPでは必要な最新機能を差別化して追加
する能力が低下します。また、ASICではオンタイム・デリバリは難し
く、開発コストもかさみます。ASICやASSPだけに依存すると、競合
他社に差をつけられ、市場参入が遅れて「類似」製品を投入するこ
としかできません。常に時代の先端を行くには、迅速かつ低コストの
技術革新を促進する製品開発モデルを活用する必要があります。
それが長期にわたってトップを走り続けるための戦略です。

ここで、以下の条件を考えてみましょう。
<迅速に製品の開発と技術革新を達成
<顧客フィードバックと市場の変化にリアルタイムに対応
<差別化した機能セットを他社に先駆けて提供
<最初に市場投入する優位性を維持
<基本的なデザインの特徴をユーザや地理的条件に応じて変更

今日の競争を勝ち抜くための戦略では、迅速かつ低コストの技術革
新を実現するソリューションとなるプログラマブル・ロジック・デバイス
（PLD）を組み込むことによって、このすべてを実現します。また、こ
の戦略ではASICまたはASSPを使用して基礎プラットフォーム機能
を実装し、低コストのPLDを利用して必要な最新機能を次の製品
リリースに間に合わせることも可能です。
PLD戦略により、迅速かつ低コストの技
術革新サイクルと製品の差別化が実現
し、他社との差を広げることができます。こ
れにより、いち早く市場投入を行って常に
優位な立場を維持できます。また、PLDで
は生産後であっても、いつでもデザインを
変更できるためリスクも低減されます。

業界は従来の標準的な製品開発モデルから、強い競争力をもたら
すこの柔軟な新しいモデルに急速に移行しつつあります。PLDは
すでに、最新のフラットパネル・テレビをはじめ、セットトップ・ボックス、
DVDレコーダ、パーソナル・メディア・プレーヤ、電子教育玩具や、
他の多くのコンシューマ製品に世界中で使用されています。

FPGA（Field Programmable Gate Arrays）、CPLD（Complex 
Programmable Logic Devices）およびストラクチャードASICによ
るアルテラの低コストPLD製品群は、トータル・コストを低減し、ユー
ザの製品開発を成功に導きます。

製品ライフ・サイクル全体を通して競争力
と革新性を維持
アルテラは、コンシューマ・エレクトロニクス製品のライフ・サイクル
（図1を参照）の全段階を通して、市場の障壁を克服する迅速でコ
スト効果の高いPLD戦略を支援します。以下にライフ・サイクル・ス
テージを示します。
<コンセプト
<市場導入期
<成長期
<安定期

アプリケーションのライフ・サイクル・ステージがどの段階にある場合
でも、業界をリードするアルテラ製品によって、製品のバージョン・アッ
プを加速させ、プロトタイプから迅速かつ低コストの技術革新を実現
できます。

コンセプト

生産性

高い

低い

市場
導入期

成長期 安定期

図1. 標準的なコンシューマ・エレクトロニクス製品のライフ・サイクル

迅速かつ低コストで技術革新を実現－競争を勝ち抜くための
コンシューマ・エレクトロニクス戦略
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ASSPおよびASICを補完し、
迅速な技術革新を実現するPLD
コンシューマ・エレクトロニクス市場で生き残るには、価格競争力の
ある差別化された製品が重要です。新しい製品仕様が確定したら、
ASICの開発に着手できます。しかしながら、通常ASICは少なくとも
1年の開発サイクルが必要です。この期間に、標準規格の変更や
顧客からの要求などにより製品の要件に変更が生じる場合がありま
す。プログラマブル・ロジックは、このジレンマに対応する低コスト・ソ
リューションを提供します。FPGAおよびCPLDは、ユーザ・デザイ
ンの既存のASSPまたはASICを補完し、新機能の追加や標準ソ
リューションの品質強化を可能にします。

図2. PLDによる標準デバイスの補完
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最も早い市場投入 迅速な革新 業界リーダー市場投入の遅れ 時代遅れの機能

従来の開発モデル

時間

迅速な技術革新によって
他社との競争に打ち勝ち、

利益を拡大

アルテラのPLDは、開発サイクルの後期でも基本的なASICまたは
ASSPプラットフォームを変更せずにプログラミングが可能です。また、
ASICやASSPのリスピン・サイクルを待つことなく、技術革新を達成
できます（図2を参照）。これにより、差別化を図り、開発時間を短縮し、
リスクを低減して、マーケット・シェアを確保するための真の競争力を
得ることができます。

PLDはASICやASSPを補完することにより、以下のことを可能にし
ます。
<市場の需要変化に伴うリスクを最小限に抑える
<利益を増大させる
<最新ASSPまたはASICプラットフォームの寿命を延長し、拡張
機能や付加的機能を追加する

<他社に先駆けて有用な製品をリリースすることにより、市場での
リーダーシップを握る
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製品ライフ・サイクル：
市場で直面する問題とソリューション
以下のシナリオおよびソリューションは、製品寿命サイクルの各ステー
ジにおいて市場での成功を阻む問題の解決をいかにアルテラが支
援できるかを示しています。

コンセプト段階
シナリオ：
<ある新製品に関する優れたアイデアがあり、将来的に会社にか
なりの収益が見込まれます。

<既存のASSPはその製品開発を十分にサポートしていません。
<製品コンセプトがまだ市場で実証されていないため、一切の変
更なしに量産に至る確率は低くリスクが大き過ぎるので、ASIC
での開発が適切かどうか判断しかねています。

<成功を収めるには、他社との競争に打ち勝ち、マーケット・リー
ダーとしての地位を築く必要があります。

ソリューション：

アルテラ・ソリューションは、コンセプト段階での多くの問題を克服し
ます。アルテラの再プログラム可能なソリューションは、最先端コン
シューマ製品のプロトタイプを作成するのに最適で、開発コストと時
間は従来のテクノロジの数分の1です。アルテラ・ソリューションで設
計を行えば、製品の実現可能性をすばやく察知して消費者の興味
を判断できます。以前のASSPまたはASICに拡張機能を追加して
コンセプト製品を開発する場合も、高度な新機能を初めから開発す
る場合も、アルテラのソリューションが適しています。アルテラ製品は
再プログラム可能なため、ASICにおける
設計変更時のリスピンや、ASSPにおいて
新バージョンを確信のない状態で待つ場
合のコストと時間の無駄な消費がありませ
ん。コンセプト段階では、アルテラ・ソリュー
ションによって時間と費用を節約しながら、
最先端のデザインを行うことができます。

コンセプト段階でのデザインに最適なアル
テラの製品ソリューションについては、表1
および図3を参照してください。

図3. 製品寿命サイクル：コンセプト段階および市場導入期に適したアルテラ製品
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表1. コンセプト段階および市場導入期に対するアルテラ製品

アルテラ・ソリューション：
製品寿命全体を通しての革新性

コンセプト
段階

市場
導入期

Cyclone™ FPGAシリーズ

 業界で最も低コストのFPGAソリューシ
ョン

 再プログラム可能

 プロトタイプの迅速な作成と量産要件を
サポート

 生産に入ってもカスタムASICやASSP
のコストの重圧がなく、柔軟なデザイン
によって製品の差別化が可能

 

MAX® CPLDシリーズ

 業界で最も低コストのCPLDソリューシ
ョン

 不揮発性

 再プログラム可能

 迅速な技術革新

 

Stratix® FPGAシリーズ

 ASICに相当する性能および機能を必要
とする少量生産のコンシューマ製品のプ
ロトタイプを作成

 再プログラム可能



HardCopy®ストラクチャードASICシリーズ

 実装面積がStratixシリーズ・デバイスと
同じであるため、プロトタイプから生産
デバイスへのデザインのシームレスなマ
イグレーション・パスが保証され、開発
コストとリスクが従来のカスタムASICソ
リューションの数分の1


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市場導入期のケース・スタディ
今日、PLDを採用した市場導入期の製品の1つとして、急速に進化
するホーム・マルチメディアLANがあります。マルチメディアLAN
には、リアルタイム・オーディオ/ビデオ・コンテンツを家庭全体
でシームレスに共有する必要があるため、従来のホーム・データ
LANよりも広い帯域幅とより高いサービス品質（QoS）が要求され
ます。このように活気に満ちた市場に参加している企業がこれら
の課題を最小限のリスクで満たすには、低コスト・ソリューション
を設計して、変更要件や標準規格の発展に容易にすばやく対応す
ることが求められます。

以下に示す標準的なホーム・マルチメディアLANアーキテクチャ
は、セントラル・スイッチをベースにしています。オーディオ/ビデ
オ・トラフィックは、このセントラル・スイッチから各マルチメディ
ア・センターの端末や家庭のデバイス・ロケーションに送信されま
す。マルチメディアLANには、今日の家庭で必要になる際限のない
実装に適合するように、高い拡張性と順応性が求められます。

新たに登場するほとんどのアプリケーションがそうであるように、
現行のPLDはマルチメディア・ホームLANを実現する最もコスト
効果の高いテクノロジです。アルテラの低コストPLDは、これら
のアプリケーションが必要とする柔軟性、順応性、および低コスト
構造を提供します。端末側では、MAX II CPLDを利用して以前の
ASSPをブリッジすることで、絶え間なく進化する機能に対応して
おり、ボードの再設計を不要にしています。MAX II CPLDを使用す
れば、新製品をより短期間で市場に導入し、売り上げを増やすこと
ができます。このセントラル・スイッチでは、低コストCyclone II 
FPGAが高帯域幅マルチメディア・コンテンツをホーム・ネットワー
ク内での自由な送信を可能にするスケーラブル・プラットフォー
ムを提供しています。この拡張性により、ホーム・ソリューションを
ターゲットにしたコスト効果の高い製品群を生み出すことができま
す。

ホーム・マルチメディアLAN：市場導入期製品の特徴

学習
ゲーム・ルーム

キッチン
住宅用ゲートウェイ

キッズ・ルーム

ルーム端末（MAX II CPLD）

ファミリ・ルーム

A/Vスイッチ
（Cyclone II 
FPGA）

市場導入期
シナリオ：
<製品が市販され、初期の利用者間で評判になりましたが、主
流のコンシューマ・エレクトロニクス製品として成功するかどうか
は現時点では不明です。

<これらの利用者が製品を使い始めるにつれて、より魅力的な製
品にするための変更の要望や要求が顧客フィードバックとして
寄せられました。

<次世代製品の開発のために、新たに登場したASSPの1つを
採用しようと思うが、その機能性や機能セットは固定化されてお
り、「類似」製品をリリースすることは避けたいと考えています。

<当初は市場で成功したにもかかわらず、製品の生産量はいま
だ伸びず、販売価格は高いままで、市場がまだASICへの投
資を正当化していません。

<技術革新による市場でのリーダーシップの獲得を他社と競って
います。

ソリューション：

アルテラは、市場導入期のコンシューマ・エレクトロニクス製品に最
適なテクノロジを提供しています。アルテラのソリューションは、マー
ケット・リーダーとしての地位を築くのに不可欠な機能と拡張機能の
実装のための開発作業に重点を置いています。すでにASSPまた
はASICを使用している場合は、標準機能や複雑な機能にそのま
ま使用し、最新の高付加価値機能にはアルテラPLDまたはストラク
チャードASICを使用できます。この方法により、差別化された機能
の長期間にわたる追加と、代替シリコン技術よりも迅速な技術革新
が可能になります。まだ、市場がしっかり確立されていない場合や標
準規格が定まっていない場合は、アルテラPLD戦略によって優位
な競争力を獲得できます。

市場導入期のデザインに最適なアルテラの製品ソリューションにつ
いては、表1および図3を参照してください。
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成長期
シナリオ：
<成長の早いコンシューマ市場で製品が評判になっています。
非常に高く評価されているため、近い将来にも需要が増加する
ものと予測しています。

<ASSPロードマップは、機能と価格面では期待通りですが、各
世代のスケジュールは一般に製品開発スケジュールに必要な
時期よりも遅れています。

<自社製品の市場での可能性を強く確信し、ASIC開発への投
資を積極的に行ってASSP機能の強化を図ります。ただし、
ASICの開発も開発スケジュールに必要な速度よりも遅れてい
ます。

<新たな競合企業が次 と々製品を市場に投入しているため、
マーケット・リーダーとしての地位を守るのがますます困難になっ
ています。市場での優位性を維持するために、高品質の差別
化された製品を開発することにしました。

<市場での需要を満たすために、増加予測にすばやく対応でき
るサプライヤが必要です。

ソリューション：

顧客の間で自社テクノロジの人気が高まるにつれて、アルテラ製品
が迅速かつ積極的な技術革新に貢献し、市場での利益を確実な
ものにします。また、アルテラのPLD戦略により、技術革新のコスト
効果も高まります。アルテラの再プログラム可能なソリューションによっ
て、主要なASICまたはASSPアップデート間で継続的な技術革新
が可能になり、高性能コンシューマ・エレクトロニクス製品が市販さ
れるまでの時間が短縮されます。また、アルテラ製品を使用すれば
柔軟なデザインが可能になるため、好みが変化する市場にすばやく
対応できます。

成長期のデザインに最適なアルテラの製品ソリューションについて
は、表2および図4を参照してください。

成長期のケース・スタディ
急速に成長するHDTV市場は、製品にPLDを採用している多くの
成長期市場の一例に過ぎません。消費者の興味が激しく変化する
市場でリーダーになるには、自社製品を競合製品と差別化する必
要があります。HDTV市場の場合、HDTVのディスプレイ・サイズや
機能を幅広く揃えることが、消費者の視点から見たリーダー的存在
になるための明確な方法です。小売価格の競争力アップや、製品の
継続的な機能強化の余地が残る市場では、低コストの標準ソリュー
ションと自社製品を差別化する固有のIP（Intellectual Property）
との使い方のバランスが重要です。

多くの成長期アプリケーションと同様、PLDはHDTV製品ライン
にとって最もコスト効果の高いテクノロジです。アルテラの低コス
トPLDとストラクチャードASICにより、主流のDTVディスプレイ
に採用されている既存のASSP機能を補完する機能を迅速かつ容
易に実装できます。また、アルテラPLDでは、より新しい大型ディ
スプレイの開発と機能強化も容易です。下の図は、主要なASSPプ
ラットフォームとプログラマブルなシリコン・ソリューションを併
用して各種HDTVを開発する方法を示しています。入手可能な最
新ASSPに基づいて既存の20～36インチHDTVプラットフォー
ムを開発し、MAX II CPLDを製品の付加機能用に追加すれば、差
別化された42インチHDTVプラットフォームを開発できます。
50～60インチHDTVなど、さらに大型のディスプレイ・サイズ
の場合、Cyclone IIデバイスを利用して、ASSPだけを使用したモ
デルよりもはるかに多くの製品機能を提供するだけでなく、最高
画質の画像を提供することもできます。60インチ以上のディスプ
レイの場合、Stratix II FPGAまたはHardCopy IIストラクチャード
ASICを利用して、超高画質の画像とさらに差別化された機能（入出
力ポートの増設、マルチメディア・ネットワーキング、高速ユーザ・
インタフェースなど）を提供することができます。アルテラPLDに
より、HDTV製品ラインはASSPロードマップに先行して、つまり
ASSP開発モデルやASSP-ASIC開発モデルを使用した競合製品
よりも早く、各種機能や品質要件を満たすことができます。

HDTV製品ライン：成長期製品の特徴

一般的な
プラットフォーム

一般的なプラットフォームを製品ライン全体に差別化

����  アルテラ・
デバイス

最新のASSPに基づく、
20～36インチHDTV 
プラットフォーム

42インチHDTV：ASSPの機能強化

50～60インチHDTV：
強化された製品機能による最高画質の画像

60インチを超えるHDTV：
超高画質の画像と製品機能

��� �� ����

������� �� ����

������� �� �����
� �������� ���
���������� ����

プログラマブルなシリコン
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安定期
シナリオ：
<いまや、自社製品がコンシューマ・エレクトロニクス市場の主流
になっています。

<ASSPはすべての標準機能を統合しています。新しい技術革
新はほとんど起こっていません。実際、一部のASSPはすでに
陳腐化しています。

<すでにASICを開発して製品に独自のIPを追加済みです。こ
の市場で競合するために機能要件に大きな変化がない限り、
これ以上ASIC開発に投資する計画はありません。

<技術革新は限られていますが、このわずかな機能アップグレー
ドで市場が刺激され、自社製品のイメージ、生産量、および価
格を維持するのに役立つこともあります。

ソリューション：

アプリケーションが成熟し、市場の成長力が衰えたときには、アルテ
ラの低コストPLD戦略が生産量と価格の維持に貢献します。アル
テラのFPGAやCPLDを使用すれば、わずかな差別化機能でも
ASSP製品に追加できます。また、アルテラのデバイスを使用して、
製造が中止されたASSPの機能を再現することもできます。

安定期のデザインに最適なアルテラの製品ソリューションについて
は、表2および図4を参照してください。

表2. 成長期および安定期に適したアルテラ製品

アルテラのソリューション：
製品寿命全体を通しての革新性

成長期 安定期

Cyclone FPGAシリーズ

 業界で最も低コストのFPGAソリューシ
ョン：ASICソリューションの数分の1の
コストで製品機能を強化

 最大820,992等価ASICゲートによる、
機能の更新と差別化に対する迅速な技
術革新

 

MAX CPLDシリーズ

 業界で最も低コストのCPLDソリューシ
ョン

 標準的な製品ソリューションへのマイグ
レーションが不要で、余分なコストを削
減

 生産量を大幅に増加させながら継続的
な技術革新が可能

 最大26,520等価ASICゲートによる、
機能の更新と差別化

 

HardCopyストラクチャードASICシリーズ

 中規模の生産製品向け

 Stratix FPGAシリーズのプロトタイプ作
成により開発リスクを低減

 

Cyclone、MAX、またはHardCopy
デバイス・シリーズ

生産量

高い

低い

コンセプト 市場 
導入期

成長期 安定期

図4. 製品ライフ・サイクル：成長期および安定期に適したアルテラ製品



PLDのコスト削減
PLDが登場して以来、製品機能の高度化と複雑化が進む一方で、
システムの実装価格は急速に低下しています。例えば、1995年
には、2005年の1個のPLDと同等なロジック集積度を得るの
に63個分のPLDが必要でした（下表を参照）。PLDは業界で最
先端のプロセス・テクノロジを利用し、限られた量産ユーザだけ
でなく、もっと多くの顧客のニーズを最適に満たすように構築さ
れるため、継続的なコスト削減が可能です。継続的な技術革新と
デザインの強化によって、将来もこれらの傾向が続くと考えら
れます。

コンシューマ・エレクトロニクス市場の
リーダーであるには
今日の競争の激しい市場では、企業の成功にとって製品開発にお
ける革新性、差別化、柔軟性が重要です。コンシューマ・エレクト
ロニクス製品の寿命サイクル全体にわたって、アルテラが提供する
PLD戦略は競争力の維持に貢献します。アルテラのPLDおよびス
トラクチャードASICを使用すれば、製品コンセプトを市場に真っ先
に導入することも、大幅なASSPまたはASICリビジョン間での変革
を競合他社よりも早く実現できます。アルテラは、最先端のコンシュー
マ・エレクトロニクス・デザインの技術革新を迅速かつ低コストで推
進する多彩なデバイスを取り揃えています。

詳細情報について
コンシューマ・エレクトロニクス製品開発を成功に導くアルテラ
のソリューションについて詳しくは、日本アルテラのWebサイト
www.altera.co.jp/solutions/consumerのコンシューマ・エンド
マーケットのページをご参照ください。または、アルテラの代理店にお
問い合わせください。

PLDの評価指数およびタイムライン

評価指数 1995 2005 2015

プロセス・テクノロジ 0.42 µm  µm  µm 90 nm  nm  nm 22 nm

等価ASICゲート数 35K 2.2M 18M

トランジスタ数 3M 460M 3B

5ドルあたりの等価ASIC
ゲート数

440 50K 500K
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